
 

 

 

第 2 回統合準備会での協議内容について 

7 月 28 日（金）に第 2 回統合準備会が開催され、住吉・上中島・松倉統合小学校の校名を公

募することとしました。 

当日は、すでに開校している清流小学校、平成 30 年に開校予定のよつば小学校の校名選定過

程を参考に、統合小学校の学校名選定方針の協議を行い、以下のとおり確認しました。 

 

【選定方針】 

  ・学校名の候補を３地区住民だけでなく、広く市内外から募集すること 

  ・新校名については、従来の３小学校の名称やそれに類似した名称は使用しないこと 

  ・公募の得票数は参考資料とし、得票数の多少による選定ではないこと 

  ・公募結果を元に、統合準備会で学校名の選定を行うこと 

  ・公募結果及び統合準備会での協議内容については「準備会だより」で公表すること 

 

 応募用紙については、各小学校を通じて統合３校の保護者の皆さんに配布するほか、3 地区公

民館、関係保育園、もくもくホール、教育委員会事務局にも配置いたします。また、市の広報や

ホームページでも案内いたします。 

 応募期間は 9 月 1 日（金）から 10 月 3 日（火）までです。子どもたちが夢や希望を持てる、

地域の皆様からも愛され親しまれる新しい学校名をぜひお寄せください。たくさんのご応募をお

待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年８月２８日発行 

魚津市立住吉・上中島・松倉小学校 

統合準備会だより【第２号】 

 

《これまでの統合小学校の学校名も公募によって選定されています。》 

 

◎清流小学校の場合 

公募した結果、「東部」、「かづみの」などの応募件数が多く、「清流」は応募件数では５番目で

した。統合準備会では、統合する３校ともに地理的に川に関連性があることや近隣にはない独創

性のある点などから「清流」が選定されました。 

 

◎よつば小学校の場合 

公募結果は、「中央」の応募件数が圧倒的に多数となりました。統合準備会では、「魚津」、「魚

津中央」、「よつば」等の候補の中から、位置関係を表すような名前を避けたほうが良いという意

見や新しい学校をイメージさせるような学校名が良いという意見もあり、最終的に「よつば」が

選定されました。 

 

結果的に両校とも公募による最多得票名称が選定されず、独創性や真新しさが統合準備会で評

価された選定となりました。（校名を考える際の参考にしてください。） 



 

 

統合小学校木造校舎新築工事が９月から始まります。 

 住吉小学校敷地内に建設する統合小学校木造校舎新築工事について、工期や施工業者が決定し、

９月から工事着手いたします。工事施工にあたっては、学校授業と並行して行うことになります

が、安全面に万全の対応を施し、平成３１年２月の完成を予定しています。 

 

１．工  期  平成２９年９月～平成３１年２月 

 

２．延床面積  ４４１９．９８㎡（学校施設部分） 

         ※学童保育施設部分については、平成 

30 年度に発注予定であり、今回の 

工事施工面積には含まれません。 

  

３．施工業者  建築主体工事・・・・・・山形建鐵･東城･朝野工業 住吉･上中島･松倉統合小学

校木造校舎新築事業建築主体工事 共同企業体 

        電気設備工事・・・・・・【8 月 28 日（月）現在、未確定】 

        給排水衛生設備工事・・・有限会社寺崎設備工業所 

        空調設備工事・・・・・・畠山工業株式会社 

        設計、工事監理業務・・・東畑・鈴木設計共同体 
 

全国でも珍しい木造三階建て 

 日本では、木で作られた空間は心の安

らぎを感じさせるものとして、古くから

木造建築が盛んに行われてきました。 

しかし、昭和３０年代以降、高度経済

成長の過程で経済性や品質の確保など

様々な要因で、木造からコンクリート造

りが主流となってきました。また、学校

施設等の公共施設を木造３階建てで建築

するには建築基準法による様々な規制も

あり、これまでほとんど行われませんで

した。 

 近年、日本の有する森林資源の活用が

再び注目されるようになり、平成２６年

には建築基準法の一部が改正され、木造

３階建ての学校施設等も計画が可能とな

りました。 

文部科学省でも木材利用を推進するため、大規模木造校舎の整備を支援するモデル事業「木の学校づくり先導事業」

を実施することとなりました。今回の住吉・上中島・松倉統合小学校はそのモデル事業の適用としては全国で最初の

木造三階建て校舎の建築となります。 

木材は、木がもつ香り、温かみや感触、高い吸湿性といった優れた性質を持っており、この性質を活用した木造校

舎は、潤いある学習・生活環境を実現する大きな効果が期待できます。使用木材については伐採事業者、製材業者と

も連携し、地元産材を可能な限り活用しています。学校建設期間中には「木を生かした学習」「環境教育」などの児

童を対象とした木育ワークショップを実施し、地域資源にも目を向けた「ふるさと教育」にもつなげていければと考

えています。 
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